
 

消防学校の概要 

 

 １ 沿革 

   昭和 28年 5月 25日   鶴岡市に開校 

       43年 8月 2日  三川町に新築移転開校 

      46年 4月 1日  派遣教官制発足 

   平成  2年 4月 1日    派遣教官派遣期間１年間となる 

       4年 2月 19日  救助工作車導入 

      5年 1月 6日  救急科(標準課程)実施 

       9年 4月 1日   派遣教官派遣期間２年間となる 

10年 4月 1日    現在地に新校舎開校、派遣教官２名増 

           4月 28日    防災学習館開館 

      15年 7月 25日    創立５０周年記念事業実施 

      18年 4月 9日    山形県初の女性消防士入校 

      19年 8月 23日   山形県防災学習館入館者１０万人達成 

                

 ２ 組織等      

                  総務課  財務・人事・予算・物品の調達 

      校長 － 副校長 －        施設の管理等 

                   

                  教務課  消防職員、消防団員の教育訓練 

                       民間消防組織等の教育 

 

３ 施設の概要 

 

    収容人員       １２０名 

    敷地面積    ６７，２１４㎡ 

    建築面積    １３，２９６㎡ 

    建物概要 

        管理教育棟      鉄筋コンクリート造２階建 ２，７１１㎡ 

        屋内訓練棟      鉄骨造２階建       １，９９８㎡ 

                屋外訓練場                  ２４，３７０㎡ 

                主訓練塔       鉄筋コンクリート造８階建     ７３３㎡ 

        補助訓練塔     鉄筋コンクリート造５階建     ２２１㎡  

        放水訓練場        １２０ｍ×２０ｍ      ２，４００㎡ 

        危険物火災訓練場  ６７ｍ×４７ｍ      ３，１４９㎡ 

        水難救助訓練施設  鉄筋コンクリート造平屋建   １１０㎡ 

        ステンレスプール  (1) ２５ｍ×１５ ｍ×１.３(１.５)ｍ 



                 (2) 直径５ｍ×４ｍ 

        宿 泊 棟     鉄筋コンクリート造３階建  ３，８４０㎡ 

        講 堂 棟     鉄骨造２階建          １，４１７㎡ 

        防災学習館     鉄筋コンクリート造２階建      ９６７㎡ 

 

４ 教育訓練の概要 

  

 (1) 消防職員教育 

   消防職員に対し、消防の責務を正しく認識させるとともに、人格の向上、学術・

技能の修得を図るとともに、規律の保持と体力、気力が維持できる健全な身体を

養成し、消防業務を遂行し得る優れた消防職員を育成します。 

 

・ 初任教育・・・新規採用職員に対し、基礎的な技術の修得及び団体生活を通じて 

        規律と体力・気力の練磨を図り、消防職員としての必要な人格の形

成を図ります。 

  

・ 専科教育・・・警防・救急・救助・危険物・火災調査・特殊災害等に関する専門 

    的な知識や技術を修得するとともに、職務遂行能力の向上を図りま

す。 

 

・ 幹部教育・・・消防に関する高度な知識や技術を修得するとともに、部下の指揮 

監督等の管理能力や職務遂行能力の向上を図ります。 

 

・ 特別教育・・・救急救命士、陸上無線技士、はしご自動車操作等、特定分野に関

する専門的な知識及び高度な技術の向上を図ります。 

 

(２)消防団員教育 

    災害から地域住民を守る強い使命感と責任感を自覚させ、防災の知識や技術

の修得を図り、規律の保持と体力、気力が維持できる健全な身体を養成し、災

害現場に即応できる消防団員の育成を図ります。 

 

・専科教育・・・消防ポンプの操作、点検整備等に関する知識を修得し、消防団

員としての資質の向上を図ります。 

・幹部教育・・・消防に関する高度な知識や技術を修得するとともに、管理能力

や職務遂行能力の向上を図ります。 

 

・特別教育・・・地域で行なう消防団員に対する教育訓練の指導者を養成するた

め、訓練礼式、ポンプ操法等の教育訓練を実施します。また、各

消防団の要望に応じて各種の教育訓練を実施します。 



(３)民間消防関係者研修 

民間の消防関係団体や事業所に対し、防火・防災意識の普及啓発を図るとともに、

消防・防災意識と自衛消防力を高め、災害発生時における自主防災活動等の強化を

図ります。 

 

  ・婦人防火クラブリーダー研修・・・婦人防火クラブリーダー等を対象に、防災

体験と家庭内における火災予防の知識と技術の

修得を図ります。 

 

・自衛消防隊リーダー研修・・・・・事業所等の自衛消防隊員を対象に、防災知

識の修得と、消火・通報等を体験させ有事に対応

できる技術の修得を図ります。 

 

・自主防災組織リーダー研修・・・自主防災組織リーダーを対象に、防災体験                 

や救助・救出等の体験実習を通じ防災知識や技術

の修得を図ります。 

 

・社会福祉施設防火担当者研修・・社会福祉施設の防火担当者を対象に、防火管

理に関する知識と、消火技術の修得を図ります。 

 

・少年消防クラブ研修・・・・・・小学校高学年の児童を対象に、燃焼実験や消

火体験学習を通じ、防火思想などの普及啓発を図

ります。 

 


